


第２学年

（３）生物の体の
 つくりと働き

（３）電流と
 その利用

（４）気象と
 その変化

（イ）植物の体の
　　つくりと働き

（ア）電流

（ア）気象観測

（イ）天気の変化

（ウ）日本の気象

㋒電気とそのエネルギー

㋐霧や雲の発生

P34～36

P37～38

P39～43

　　

P23～27

　　　

P12～13

　　　　　

P33

P37～38

P12～13

P37～38

P34～36

生き物

生き物

発電のしくみ・

省エネルギー

ヒートアイ
ランド現象

ヒートアイ
ランド現象

㋐葉・茎・根のつくりと
　働き

ヒートアイ
ランド現象
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該当ページ
学習指導要領

該当項目
おおさか環境科

視聴覚教材

第３学年

（７）自然と人間

（ア）生物と環境

（イ）自然環境の保全と
　　科学技術の利用

（ア）エネルギーと
　　物質

（イ）自然環境の保全と
　　科学技術の利用

㋐自然界のつり合い

㋐エネルギーと
　エネルギー資源

㋐自然環境の保全と
　科学技術の利用

㋑自然環境の調査と
　環境保全

（７）科学技術と
 人間

５ 生物多様性
　①生物多様性とは？
５ 生物多様性
１ 都市環境保全
２ 地球温暖化
４ 循環
　②水の循環
５ 生物多様性
１ 都市環境保全      　
２ 地球温暖化
４ 循環
　②水の循環
５ 生物多様性
　①生物多様性とは？
　③今、生物多様性の危機
　④生物多様性条約
２ 地球温暖化
３ 持続可能なエネルギー利用

３ 持続可能なエネルギー利用

１ 都市環境保全
　①公害とは？
２ 地球温暖化
３ 持続可能なエネルギー利用
４ 循環
　①資源の有効利用のために－３R
1 都市環境保全
　①公害とは？
　④大阪市の国際貢献活動
２ 地球温暖化
３ 持続可能なエネルギー利用
４ 循環
　①資源の有効利用のために－３R

生き物

大気汚染
地球温暖化
生き物

大気汚染
ヒートアイ
ランド現象
地球温暖化
ごみの処理
生き物

大気汚染
地球温暖化
発電のしくみ・
省エネルギー
ごみの処理

P34～36
P34～45
P7～17
P18～22

P33
P34～45
P7～17
P18～22

P33

P34～36
P39～43
P44～45
P18～22
P23～27

P23～27

P7～11
P18～22
P23～27

P28～32

P7～11
P16～17
P18～22
P23～27

P28～32

該当ページ
学習指導要領

該当項目
おおさか環境科

視聴覚教材

第１学年

（１）いろいろな
 生物とその
 共通点

（ア）生物の観察と
　　分類の仕方

（イ）生物の体の
    共通点と相違点

（ア）物質のすがた

（ウ）状態変化

㋐植物の体の共通点と
　相違点
㋑動物の体の共通点と
　相違点

㋐身の回りの物質と
　その性質

㋐状態変化と熱

（２）身の回りの
 物質

５ 生物多様性

　①生物多様性とは？

５ 生物多様性

　①生物多様性とは？

　②生物多様性から受けるめぐみ　

　③今、生物多様性の危機

４ 循環

　①資源の有効利用のために－３Ｒ

１ 都市環境保全

　②ヒートアイランド現象

５ 生物多様性

　②生物多様性から受けるめぐみ

１ 都市環境保全

　②ヒートアイランド現象

５ 生物多様性

　①生物多様性とは？

　②生物多様性から受けるめぐみ

　③今、生物多様性の危機

３ 持続可能なエネルギー利用

１ 都市環境保全

　②ヒートアイランド現象

４ 循環

　②水の循環

５ 生物多様性

　②生物多様性から受けるめぐみ

１ 都市環境保全

　②ヒートアイランド現象

５ 生物多様性

　②生物多様性から受けるめぐみ

５ 生物多様性

　①生物多様性とは？

P34～36

P34～36

P37～38

P39～43

P28～32

P12～13

P37～38

P12～13

生き物

生き物

ごみの処理

ヒートアイ
ランド現象

 ５ 理  科 「学習指導要領」と「おおさか環境科」対応一覧

（２）大地の成り
 立ちと変化

（エ）自然の恵みと火山
　　災害・地震災害 生き物

（エ）自然の恵みと
　　気象災害 生き物

（５）生命の
　　連続性

（ウ）生物の種類の
　　多様性と進化

㋐生物の種類の多様性
　と進化

生き物

（５）生命の
　　連続性

（イ）遺伝の規則性と
　　遺伝子

生き物㋐遺伝の規則性と遺伝子

㋐自然環境の保全と
　科学技術の利用

㋑様々な物質とその利用

㋒科学技術の発展

地球温暖化
発電のしくみ・
省エネルギー
発電のしくみ・
省エネルギー

大気汚染
地球温暖化
発電のしくみ・
省エネルギー
ごみの処理

㋐生物の観察
㋑生物の特徴と分類の仕方

㋑気象観測

㋐日本の天気の特徴
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中学校 p.7～11

　大阪市における公害克服の経験とその対策を調べ、自分にできることを自ら考え、判断できる
ようにする。

○大阪市において、大気汚染や水質汚濁が様々な取り組みにより改善されていることに気付くこと
ができるようにする。
○地盤沈下について調べ、大阪市におけるその歴史的な経過や対策について理解できるようにする。
○公害の中でも最も苦情件数の多い騒音や振動について、大阪市においてどのような対策が行わ
れているかを理解できるようにする。
○土壌汚染や悪臭も含めた公害苦情の解決に向けて、大阪市がどのように対応しているかを理解で
きるようにする。

○理科〔第3学年〕
 （７）自然と人間　　 （ア）生物と環境
　　　　　　　　　　　　　　　　　㋑自然環境の調査と環境保全
　　　　　　　　　　　　　　   　（イ）自然環境の保全と科学技術の利用　
    　 ㋐自然環境の保全と科学技術の利用
○理科〔第３学年〕
 （７）科学技術と人間 （ア）エネルギーと物質
    　㋒科学技術の発展
    （イ）自然環境の保全と科学技術の利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　㋐自然環境の保全と科学技術の利用
○社会〔地理的分野〕
  C 日本の様々な地域 （２）日本の地域特色と地域区分
    　③資源・エネルギーと産業
　　　　　　　　　　　　　　　   （３）日本の諸地域
　　　　　　　　　　　　　　　　   ①自然環境を中核とした考察の仕方
○社会〔公民的分野〕
  D 私たちと国際社会の諸課題  （１）世界平和と人類の福祉の増大
     （２）よりよい社会を目指して

教科との関連

１ 都市環境保全
①公害とは？

ね ら い

留 意 点

中学校 p.1～6

　地球温暖化や生物多様性などの各論について体系的な理解を促し、環境について自ら考え、行動
できるようにする。

○人類とエネルギーの関わりについて、これまで活用してきた資源について知り、現在我々が使って
いる化石燃料が地球環境に負担をかけていることを理解できるようにする。
○環境問題の移り変わりについて、人類の社会経済活動の拡大に伴って、環境負荷が増大し、さま
ざまな環境問題が発生してきたことを理解できるようにする。

○理科　　　すべて
○社会　　　すべて

教科との関連

序論－みなさんに伝えたいこと

ね ら い

留 意 点

参考資料
◆大阪市環境局ホームページ　
　・大阪市の環境の状況 ： 「大気環境」「水環境」など、 課題ごとに最新の状況や大阪市の取組状況等
　 を掲載しています。 図表やグラフなども豊富です。
　「大阪市の環境の施策」
　https://www.city.osaka.lg.jp/shisei/category/3054-1-2-6-3-0-0-0-0-0.html


